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Ⅰ 調査の概要 
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Ⅰ 調査の概要 

 

１－１ 調査目的 

本調査は、楢葉町民の現在の居住状況や今後の居住希望、今後の生活において必要だと感じているこ

と、避難生活の現況及び意向等の基礎的情報収集等を目的とする。 

 

１－２ 調査内容 

※４－１ 使用調査票を参照のこと 

 

１－３ 調査設計 

（１）調査地域 楢葉町 

（２）調査対象と標本数 世帯の代表者 3,567 世帯 

（３）調査手法 郵送にて配布・回収（自記式） 

（４）調査期間 平成 29 年 1 月 4 日（水）～平成 29 年 1 月 18 日（水） 

（５）調査主体 復興庁、福島県、楢葉町 

（６）調査機関 株式会社サ－ベイリサ－チセンタ－ 

 

１－４ 回収結果 

有効回収数 1,916 世帯（有効回収率 53.7％） 

 

１－５ 報告書の見方 

・調査数（n ＝ Number of cases）とは、回答者総数あるいは分類別の回答者数のことである。 

・回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。従って、回答比率の

合計が 100％にならない場合がある。 

・回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の比率を合

計すると 100％を超える。 

・図表および文章中で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

・調査数（n 値）が少数（概ね 30 を下回る）のものは、回答構成比の信頼性が低いため、文章中の分析

では言及していない。ただし、震災発生当時の住まいの行政区別の分析はｎ値が 30 を下回る場合も

言及する場合がある。 
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Ⅱ 回答者の属性 
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Ⅲ 調査結果 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

震災発生当時の住まいの行政区別にみると、すべての行政区において「いわき市」が 5 割以上となっている。 

 

 

＜図表３－１－３－５ 現在の居住自治体（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 
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全  体 1,538 71.5 2.4 1.0 1.4 0.8 2.3 15.1 5.4

旭ヶ丘 8 50.0 25.0 - - - - 25.0 -

営団 65 64.6 3.1 1.5 6.2 1.5 4.6 15.4 3.1

乙次郎 - - - - - - - - -

下井出 88 69.3 3.4 1.1 - 1.1 3.4 15.9 5.7

下小塙 181 77.3 1.7 0.6 - 0.6 1.7 13.8 4.4

下繁岡 64 70.3 1.6 3.1 1.6 1.6 1.6 15.6 4.7

山所布 1 - - - - - - 100.0 -

山田岡 202 72.8 2.5 1.5 1.5 - 2.5 14.4 5.0

山田浜 41 87.8 2.4 - - - - 7.3 2.4

女平 6 100.0 - - - - - - -

松館 44 77.3 - - - - - 9.1 13.6

上井出 242 65.3 4.5 0.4 2.9 1.7 1.7 17.8 5.8

上小塙 87 69.0 2.3 3.4 1.1 1.1 1.1 18.4 3.4

上繁岡 81 79.0 2.5 2.5 1.2 - 2.5 7.4 4.9

前原 52 78.8 1.9 - - - 9.6 7.7 1.9

大坂 6 83.3 - - - - - - 16.7

大谷 75 73.3 2.7 - - 2.7 4.0 14.7 2.7

椴木下 1 100.0 - - - - - - -

波倉 42 71.4 - - 4.8 - - 19.0 4.8

繁岡 62 67.7 - - 1.6 - 3.2 19.4 8.1

北田 124 71.0 0.8 0.8 1.6 0.8 3.2 16.1 5.6

その他 23 52.2 - 4.3 - - - 26.1 17.4
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Ⅲ 調査結果 

 

 

 

［医療施設の拡充］ 

 眼科や耳鼻科の設置。（40 代） 

 総合病院の設置が必要。（50 代） 

 二次医療施設。（50 代） 

 入院設備のある医療機関の設置。（60 代） 

 医薬分業ではなく、院内処方の充実。薬剤師の人数を増やす。（60 代） 

 夜間にも常住する医師の増員。（70 代以上） 

 休日診療、夜間対応。（70 代以上） 

 

［防犯体制の強化］ 

 消防団による活動の再開。地区ごとに見回りしてほしい。（40 代） 

 パトロールの強化と頻度の増加。（50 代） 

 防犯カメラの設置を更に進め、夜間の外出の安全性を確保。（60 代） 

 こどもが安心して遊んだり、運動したり散歩したりできる環境の整備・充実。（60 代） 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

震災発生当時の住まいの行政区別にみると、すべての行政区において「元の持ち家（自宅）（建て替える場

合を含む）」が、その他の住居形態に比べて も高くなっている。 

 

 

＜図表３－３－６－２ 楢葉町へ帰還する場合の住居形態（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 
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全  体 677 68.7 3.5 0.6 0.7 0.4 1.2 13.6 - 3.2 0.1 1.2 1.5 5.2

旭ヶ丘 3 33.3 - - - - - 66.7 - - - - - -

営団 25 60.0 4.0 - - - - 28.0 - - - - 8.0 -

乙次郎 - - - - - - - - - - - - - -

下井出 29 65.5 - - - - - 24.1 - 3.4 - 3.4 - 3.4

下小塙 88 77.3 1.1 - 2.3 - - 10.2 - 1.1 - - 2.3 5.7

下繁岡 21 76.2 - - - - - 9.5 - 4.8 - - 4.8 4.8

山所布 - - - - - - - - - - - - - -

山田岡 94 61.7 6.4 - 1.1 2.1 2.1 16.0 - 2.1 - 1.1 3.2 4.3

山田浜 20 70.0 15.0 - 5.0 - - 5.0 - - - 5.0 - -

女平 2 100.0 - - - - - - - - - - - -

松館 25 80.0 4.0 - - - - 4.0 - - - - - 12.0

上井出 106 53.8 6.6 1.9 0.9 0.9 2.8 24.5 - 2.8 0.9 - - 4.7

上小塙 44 88.6 - - - - 4.5 - - 4.5 - - - 2.3

上繁岡 35 77.1 2.9 - - - 2.9 8.6 - - - - - 8.6

前原 20 75.0 10.0 - - - - 5.0 - 10.0 - - - -

大坂 6 83.3 - - - - - - - - - - - 16.7

大谷 37 83.8 - - - - - 5.4 - 5.4 - - - 5.4

椴木下 1 100.0 - - - - - - - - - - - -

波倉 13 23.1 - 15.4 - - - 23.1 - 15.4 - 7.7 - 15.4

繁岡 26 65.4 - - - - - 15.4 - 3.8 - 3.8 3.8 7.7

北田 56 78.6 1.8 - - - - 5.4 - 7.1 - 1.8 1.8 3.6

その他 9 44.4 - - - - - 11.1 - - - 22.2 - 22.2
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Ⅲ 調査結果 

 

 

 

［医療施設の拡充］ 

 小児科の設置。（10～２０代） 

 平日のみでなく土曜にも診療してほしい。（30 代） 

 病院以外に、薬局等の設置。（30 代） 

 総合病院に近い施設の開設。特に小児科。（50 代） 

 入院施設の整備と並行し、訪問診療や訪問看護が必要。また、認知症等に対応できる精神科やメンタル

面の支援のための心理士の配置。（60 代） 

 常勤の医者の確保。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 
 

３－４ 意見・要望 

 

 

国や自治体への要望、復興に対する展望や気持ちなどについて、594 世帯から回答があった。ここでは、

記入された回答を下記項目に分類し、代表的なものを抜粋して掲載する。 
●生活について 

・避難生活の長期化への不安 

・元の生活が取り戻せるかどうかの不安 
・元の生活、安定した生活の回復 

・元の生活に戻ることについてのあきらめ 

・現在の生活について 
・現在の生活の人間関係・コミュニティについて 

・現在の生活の経済的な不安について 

・現在の生活の健康に関する不安について 
・現在の生活の仕事・学業に関する不安について 

・現在の生活全般の不安について 

・将来の生活に関する考えについて 
・将来の生活の経済的な不安について 

・将来の生活の健康に関する不安について 

・将来の生活の仕事・学業に関する不安について 
・将来の生活全般の不安について 

・生活（再建）支援について 

・防犯（治安・安心）について 
・その他 

●除染について 

・除染作業の意義について 

・除染作業にかける費用の他への活用について 
・除染作業の効果などについて 

・除染作業の実施箇所などについて 

・除染作業の早期・迅速・的確な実施について 
・除染作業スケジュ－ルの明確化について 

・除染廃棄物の処理について 

・その他 

●震災発生前の居住地について 

・帰還困難区域等の設定について 
・所有する住まい・土地の買取りについて 

・自宅の現状（被害状況）について 

・自宅の再建・改築・解体について 
・元の住居や土地などの管理・処分について 

・元の住居や土地に対する税について 

・所有する墓地の維持・管理・移転について 
・その他 

●復旧・復興について 

・復旧・復興の遅れ、長期化について 
・復旧・復興のスケジュ－ルについて 

・復旧・復興の進め方（地域の開発、再編、その他）について 

・町村合併について 
・ライフライン・インフラの整備について 

・社会福祉施設の整備について 

・医療施設の復興・充実について 
・学校の復興・充実について 

・商業の復興・充実について 

・住民の参加・自助努力について 
・早期の原状回復・復興実現について 

・その他 

●賠償について 
・賠償内容・方法について 

・賠償の取り組みの迅速化、方針やスケジュールの明確化について 

・所有する住まい・土地に対する賠償全般について 
・その他 

●原発の安全性について 
・廃炉作業の迅速な実施について 

・廃炉作業全般について 

・その他 

●帰還について 

・帰還への不安 

・帰還可能時期の明確化について 
・帰還したい 

・帰還しない 

・現時点では帰還の判断ができない 
・帰還に関する施策について 

・帰還を望まない人への対応について 

・その他 

●原発事故に対する対応について 

・行政や東電の対応について 

・対応の長期化、遅れについて 
・情報の開示・発信について 

・中長期的スケジュ－ルについて 

・その他 

●避難期間中及び将来の住宅について 

・復興公営住宅の早期・迅速な建設について 

・復興公営住宅の建設地・形態等について 
・復興公営住宅に係る経済的負担について 

・復興公営住宅への入居が可能かどうかの不安 

・復興公営住宅への入居について 
・居住場所の確保について 

・借上げ住宅について 

・住宅の購入について 
・その他 

●その他 

・今後のエネルギー政策について 

・行政に対する謝意、励まし 
・その他 

 

※掲載する文章は原文を基本とするが、固有名詞が含まれている場合や長文の場合などは、一部省略している。 

※一世帯の回答の内容が、複数のテ－マにわたる場合は、それぞれの項目へ分類している。  

問 20 町の復興に対して、日頃お感じになっているお気持ちや今後のあなたの展望などを自由にお書きください。 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

［現在の生活について］ 

 子供が春から中学生になりますが、駅と自宅が遠く、楢葉中学校への通学は断念しました。学校が町と

の唯一の接点だったので、少し寂しく思います。楢葉の事を目にしたり、聞いたりするのも少なくなり

ますが、ふるさとを忘れずにいてほしいです。（30 代） 

 あれから６年が過ぎましたが、「まだ６年、もう６年」の気持ちがいったりきたりしています。楢葉を離

れたことを責めた日もありました。３月 11 日近くなると、津波のニュース、原発の映像が映ると涙が

とまりません。（50 代） 

 町に戻っていますが、近所が１軒では淋しいです。「いつになったら入居するのかね」が隣人との合言葉

の状態です。外灯は点いても近隣の家の灯は点いてなく、国道を走る大型車の音が地震のように響きま

す。西風はドアを叩き、眠れぬ夜が続いています。若い人の頑張りはすばらしいのですが、どうぞ現地

に住んで下さい。一時的な行事で励ましているとは思わないで下さい。一時が後に残される中年は淋し

さが残ります。集まる事が好きな人間ばかりとは限りません。集団生活が好き、人の関係が苦手な人も

います。（60 代） 

 80 年間生活した自宅を解体することになり、こんなに悲しいことはない。娘の家に世話になっていても、

私にとっては人の家なので、心が休まらない。めぐり合わせなので誰にもあたるところはなく、今はこの

生活に慣れるようにと生活している。町のみなさんが一生懸命復興に力を注いで働いていることと思いま

す。よろしくお願いします。私は、前に少しでも進んでくれることを願います。（70 代以上） 

 

［将来の生活全般の不安について］ 

 北田地区の復興は目に見えるものがあるが、自宅周辺は家屋の解体で空地が増え、将来どのようになる

か不安である。（50 代） 

 一人暮らしになってしまったので、全てに不安である。自分が高齢者だから、町に帰っても放射線の件

で子供や孫が帰らないため、何かと不安で不便である。そうかと言っても、いつまでも故郷を離れてば

かり居られない。墓参りもしたい。残っても帰るも、生活の基礎は０からやり直さねばならず、高齢者

では体力にも不安があり、何も出来ない。リリー園はどうなっているのでしょうか。（70 代以上） 

 高齢化が進むのは仕方がないが、１人暮らしで車の免許を持たない者としては不安しかない。 

（70 代以上） 

 

  

76









Ⅲ 調査結果 

 

 

［帰還への不安］ 

 核シェルターの設置、屋内の子どもの遊び場、避難道路の整備、早期帰還者の減税、行政区の再編、飲

料水の支援等、今年中に楢葉町に戻るつもりですが、不安がいっぱいです。（50 代） 

 今いる町なら 30 年後の様子に不安がないが、楢葉町に戻った場合、30 年後の町の様子が想像できない

ので不安になります。住民はどんな人がどれくらい暮しているのだろう。廃炉途中にトラブルは起きな

いのだろうか。放射能物質が風で飛んでこないのだろうか。1～2 ヶ月に一度くらいは楢葉町の様子を見

にいっているが、決められないでいます。（50 代） 

 1 度も福島（楢葉）には戻っていないのが現状です。戻る事に対して何から始めて良い事かわからない

ので、時間だけが過ぎています。自分の家に戻りたいと思うが、生活（買い物、医療等）が自然に出来

るか不安です。頭の中ではわかっていても、頭の中は真白のままです。出来るだけ早く楢葉での生活を

したいと思っています。（60 代） 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

［復興公営住宅への入居が可能かどうかの不安］ 

 公営住宅に申込んでありますが、早くはっきりした返事を望んで居ます。気持ちが落つきません。 

（70 代以上） 

 

［居住場所の確保］ 

 家族や他町村の人が優先じゃなく、まず家や土地がない者を優先に話しを聞いてほしい。いつまでたっ

ても住む所がない。土地、家がある者が優遇されている気がする。（50 代） 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

 

［商業の復興・充実について］ 

 町の復興には人が集まる所、スーパー、飲食店、ショッピングモール等があれば、少しでも人が町に帰

って来る気がします。（40 代） 

 地元スーパーの再開を 優先のひとつに考えて取り組んでほしい。楢葉の将来がかかっている。（50 代） 

 一番に感じる事は、自分の家の近くに生活用品の店があること。老人の故で１人であり、足が弱ってく

れば食料品を含めて不自由では困ることがあると、一番大変なことです。昔みたいに行商人が居れば助

かりますが、それは出来ないでしょうから、せめて商店が近くにあってほしいです。（70 代以上） 

 

  

85









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 参考資料 
 

 

 

89



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 参考資料 

４－１ 使用調査票 

91





 

 

Ⅳ 参考資料 

93





 

Ⅳ 参考資料 

95



 

Ⅳ 参考資料 

96



 

Ⅳ 参考資料 

97





 

 

 

 

Ⅳ 参考資料 

99



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 参考資料 

100







 

 

Ⅳ 参考資料 

103



 

Ⅳ 参考資料 

104



 

 

 
 

Ⅳ 参考資料 

105





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楢葉町 住民意向調査 

報告書 
 

平成 29 年３月 

復興庁 福島県 楢葉町 

調査機関：株式会社サ－ベイリサ－チセンタ－ 






